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水団連の幡掛大輔会長(左から2人目)、坂本弘道事務理

事 (左端)、グ回―バルウォゴタ・ジャパンの吉村和就代表

(右から2人 目)も参カロ

「
求
令
瑚
理
嘲

マ 決
的
穀
篠
時
隈
雅
畑

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
３
月
１２
日
～
１７
日
、

フ
ラ
ン
ス

・
マ
ル
セ
イ
ユ
で
開
か
れ

た
。
３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
最
大

級
の
国
際
会
議
。
１
２
０
カ
国
か
ら

日
本
バ
ビ
リ
オ
ン
に

‐５
社

・
団
体
が
出
展

閣
僚
級
を
含
む
関
係
者
が
参
加
、
史

上
最
多

の
約
４
０
０
の
専
門
セ

ッ

シ
ョ
ン
や
閣
僚
級
会
合
、
草
の
根

・

市
民
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
発
表
や
講
演

が
あ

っ
た
。

初
日
の
開
会
式
で
主
催
者

・
世
界

水
会
議

（Ｗ
Ｗ
Ｃ
）
の
ル
イ
・
フ
オ
ー

シ
ョ
ン
会
長
が

「財
政
的
、
社
会
的
、

環
境
的
な
制
約
の
中
で
実
現
可
能
な

提
案
を
討
論
し
水
の
将
来
に
つ
い
て

語
り
合
い
た
い
」
と
官
一言
。
続
い
て

開
か
れ
た
閣
僚
会
議
で
は
温
暖
化

ヘ

の
適
応
策
、
水
と
衛
生
の
権
利
の
普

及
、
国
際
河
川
の
協
力
推
進
、
海
水

淡
水
化
の
将
来
な
ど
を
テ
ー
マ
に
討

議
が
行
わ
れ
、
日
本
の
奥
田
健

・
副

国
土
交
通
相
は
テ
ー
マ
議
長
を
務
め

た

「水
関
連
災
害
」
会
議
で
、
東
日

本
大
震
災
に
対
す
る
各
国
か
ら
の
支

援
に
謝
意
を
述
べ
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
で

開
か
れ
た
セ

ッ
シ

ョ
ン
で
、
尾
崎

勝

。
日
本
水
道
協
会
専
務
理
事
が
日

本
の
水
道
事
情
や
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
状
況
に
つ
い
て
講
演
し
、
参
加

者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

◇

界
水
フ
オ
ー
ラ
ム
と
同
時
開

催
の
展
示
会

「水
の
エ
キ
ス

ポ
」
で
は
、
「巧
み

（洗
練
と
先
進
と

「和
み

（調
和
と

「絆
」
を

テ
ー

マ

に
国
交
省
主
催
の

「
日
本
パ
ビ
リ
オ

ン
」
が
設
け
ら
れ
た
。

日
本
水
フ
オ
ー
ラ
ム
、
環
境
省
の

ほ
か
、
民
間
か
ら
大
成
機
工
、
日
本

工
営
、
日
本
ポ
リ
グ
ル
な
ど
も
加
わ

り
計
１５
社

・
団
体
が
出
展
、
日
本
の

先
進
技
術
や
国
際
貢
献
の
実
績
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
地
中
で
の
動
き

が

一
日
で
分
か
る
大
成
機
工
の

伸
縮
可
と
う
管
「
タ
イ
・
フ
レ
ッ

ク
ス
」
の
デ
モ
機
は
、
地
震
や

地
盤
沈
下

へ
の
先
瑞
対
応
機
器

と
し
て
注
目
を
集
め
、
見
学
者

か
ら
は
熱
心
な
質
問
も
出
て
い

た
。（水

道
産
業
新
聞

の

本

誌

特

派
、

山
田
忠
宏
の

取
材
を
も
と

に
構
成
し
ま

し
た
）
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大成機工の「タイ。フレックス」について質問する森喜朗日本
水フォーラム会長(元首相=中 央)

ほ

か

世界水フォーラム

会場に続々と詰めかける参カロ者

やばま題鰭猟ち警ぬ


